
第３９回北海道マルチメディア理科教育研究協議会実施報告

北 理研マルチメ ディア研究委員会

代表 立命館慶祥高等学校 杉山剛英

【要約】授業ですぐに実践できる実験、教材、知識を習得する研修会の実施報告である。「電気伝

導度滴定」「体心立方格子断面模型作製」「Ｄ体、Ｌ体を瞬時に見分ける方法」「水槽を使って地学

現象を再現」「簡易ＵＶライトを用いた腎臓糸球体の観察」「水の屈折率」「活性汚泥中の原生

動物と簡易ｽﾏﾎ撮影ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ」「偏光板のいろいろ実験」８種の実験研修と授業作り・進路指導に

役立つ最新の話題を集めた講演「世界経済と科学技術17」を行った。

【キーワード】実験、研修、格子、偏光、腎臓、鏡像異性、屈折率、原生動物、世界経済、水槽、

電気伝導度

１ はじめに

本研究会は、「わかる授業実現のため、新

教材・素材を用いた実験・授業のあり方を実

践研究する」を研究主題としている。毎年２

月にその成果を研修会の形で発表し、参加者

にも実際に体験してもらい、その普及を図っ

ている。今回も全道各地から教員のみならず、

大阪・青森・東京からの参加者、教職を志す

大学院生の参加もあり熱気に溢れる１日とな

った。

２ 実施報告

(1)概要

主管：北理研マルチメディア研究委員会

日時：令和８年２月２２日（日）

９：１５～１６：１０

場所：立命館慶祥高等学校

参加者：９０名

(2)参加者内訳

20 代 28 ％，30 代 38 ％，40 代 13 ％，

50 代 16 ％，60 代 6 ％

男性教員 63 ％，女性教員 37 ％

旅費支給 個人で 69 ％，学校から 31 ％

参加回数 初めて 18%，２回目 17%，３回

目 11%，４回目 3% ， 5 回以上 51%
満足度 4.86（５点満点）

(3)研修内容

本研修会は、参加者の専門科目に関わり

なく、全領域を研修することを旨としてい

る。多くの科目の知識が備わると、自分の

専門科目につながり、より広い視野で学習

指導が出来るようになるという共通認識の元

に運営している。

①「電気伝導度滴定」

杉山剛英（立命）、山形 慶（函館中）

川口詩織（伊達開）

教科書、問題集で電気伝導度滴定が扱われ

る様になった。そこで、点眼瓶と鉛筆電極を

用いて簡単に測定する方法を考案実践した。

組み合わせは、①Ｂａ(ＯＨ)２－硫酸，

②ＮａＯＨ－ＨＣｌ，③ＮａＯＨ－酢酸，④

ＮＨ３－酢酸の4種である。それぞれ中和点前



後の伝導度が簡単にグラフ化でき、原因の考

察をすることができる。思考力問題として、

今後の出題が予想 される分野である。

②「体心立方格子断面模型作製」

林 昭宏（大樹）

生徒用の体心立方格子、面心立方格子、六

方最密構造等の模型はメイトウサイエンスか

ら廉価で発売されており、多くの学校が購入

している。よくある計算問題として、原子半

径を算出する問題は必須であるが理解に苦し

む生徒もいる。そこで今回は、原子半径が

√３ａ／４であることが一目瞭然となる体心

立方格子の断面模型を作製し、そのノウハウ

を伝授した。

③「アミノ酸のＤ体、Ｌ体を瞬時に見分け

る方法」

杉山剛英（立命）

本年度の共通テスト実戦模試（Ｚ会）で、

アミノ酸のＤ体。Ｌ体を見分ける問題が掲載

されていた。模範解答には、例によって鏡面

図、回転図が記載されているが非常にわかり

にくい。そこで、前々回のジアステレオ異性

体の見分け方同様に、瞬時に見分ける方法を

紹介する。

④「水槽を使って地学現象を再現する」

佐藤 誠（札西）、李家 健（中標津）

ナリカのミルソーを使った実験を行う。蜃

気楼は、海水面の空気とやや上空の空気の密

度差によって起こる。これを食塩水と真水で

再現する。深層海流は、グリーンランド沖と

南極沖の二ヶ所でのみ見られる現象で、地球

南北の熱循環に重要な働きがある。濃い食塩

水で観察する。エルニーニョ・ラニーニャは

太平洋赤道付近の表層暖水がオーストラリア

によったり、南米沖に戻ったりすることで起

こる気象変動である。これも深層水に見立て

た食塩水と表層暖水層に見立てた真水で二層

を作り、ストローで風を送って再現する。

⑤「活性汚泥中の原生動物と簡易ｽﾏﾎ撮影ｱﾀﾞ

ﾌﾟﾀｰ」

大畑真人（旭丘）、鈴木智子（稲雲）

旭丘高校では、オオカナダモやイシクラゲ

の観察の他に、水槽用のろ過装置中の活性汚

泥を観察材料としている。そこには手間をか

けること無く、様々な微生物が生息している。



それらを観察し､多様性や原核生物、真核生

物の違い 、単細胞生物と多細胞生物の違い、

食物連鎖や自然浄化の教材としている。また、

観察にあたってスマホで撮影させているがピ

ントと撮影の安定性を図るために自作のアダ

プターを利用している。今回は、ペットﾎﾞﾄﾙ

ｷｬｯﾌﾟで作ったものと３Ｄﾌﾟﾘﾝﾀｰ（大樹高校

林 昭宏教諭作製）で作った物もお土産で持

ち帰ってもらった。

３Ｄﾌﾟﾘﾝﾀｰでのｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

⑥「簡易ＵＶライトを用いた腎臓糸球体の

観察」

畑 有希（琴似工）、高橋さおり（英藍）

腎臓の解剖と墨

汁を使った糸球体

の観察は、今まで

も多くの実践例が

報告されてきた。

今回は腎臓の解剖

と組織・器官の観

察と共に蛍光墨汁

とＵＶライトを使

はっきり見えた糸球体

い、血管の走行、肉眼・顕微鏡での糸球体観

察をより明確なものにする方法を体験してい

ただく。

⑦「水の屈折率」

佐々木 淳（札日大）

光の屈折率とは、本来媒体中での光速度の

比であるが、実際に測定することは困難なの

で、波長を測定して求めることが多い。今回

は、回折格子を利用して波長を求める。スマ

ホで空気中での回折像と水中での回折像を撮

影して回折角を求め、水の屈折率を算定する。

⑧「偏光板のいろいろ実験」

花光隆太朗（伊達開）、飯川大輔（静内）

6 つの実験で偏光を考察する。方解石を使



って偏光を実感する。ポリ袋で簡易な偏光板

（楕円偏光）が出来る。それを通して液晶パ

ネルを見て偏光の利用法を考える。ヨウ素と

ＰＶＡのシートを作り、引き延ばすと偏光板

になる。ミツバチ偏光板で曇天での太陽の位

置を推定する。直交ニコルに配置した偏光板

に 3 枚目の偏光板をはさみ、その働きと理由

を考察する。糖の旋光性と円偏光を関連付け

て理解する。

太陽の位置を探る

⑨「世界経済と科学技術17」

杉山剛英（立命）

データセンターが要求する電力を如何に賄

うか。原子力、雪、塩分濃度差発電など様々

な研究が進んでいる。カルコパイライト型太

陽電池に注目。台湾は 2300 万人の国だが、

１人あたりＧＮＰは日本の 1.4 倍。学ぶべき

事がある。ブルーカラーの給与高騰。紙に回

帰する北欧。インドのクワトロリンガル教育。

レアアースはなぜ中国一強。近赤外線吸収剤

ソラメントで暖かい服、1 枚で偏光・分光メ

タレンズの普及。常に変わる社会と技術を解

説。参加者にはこの６０枚のＰＰを配布

4)参加者の感想

①「電気伝導度滴定」

・定番の「中和滴定」だけでなく、今回の形も

普及する価値があると思います。電気伝導率

について、必要十分な定量実験で行う実践。

・試験や教科書では何回も見ましたが、実際に

行うのは初めてでした。



・強酸と弱酸の電離度の違い（０滴目）も可視

化でき、理解の一助になると感じた。

・データをとってグラフを書くという作業が生徒

にとってとても良い。

・自分で実験を行ったのは初めてでしたが、多

くの考察ポイントがあることに気がつき、取り

入れたいと思いました。

②「体心立方格子断面模型作製」

・自分が高校化学で躓いた部分で、こんな模

型が欲しかったなー！！と思いました。科学

部で作ろうと思います。

・ぜひ授業でやってみたいです。通常の模型

は作成したことありますが、断面は初めて作り

ました。

・お土産嬉しいです。箱を組み立てる時にセン

スが出るなと思いました。この分野を教える学

校に行ったら絶対やります。

③「アミノ酸のＤ体、Ｌ体を瞬時に見分け

る方法」

・以前の研修でジアステレオ異性体の見分け

方を習いましたが、いつ聞いてもわかりやすく

あざやかな解説です。

・非常に勉強になった。解答、解説を鵜吞みに

せず、自分の頭で考える大切さを再確認。

・こんな素晴らしい解法、広めてしまっていい

のでしょうか、と思うほどです。

・教え方が非常に分かりやすく、それも実際に

生徒に聞かれたときに考えつくとは・・・量、質

ともにこなすことで実践の力がつくんだなと思

いました

④「水槽を使って地学現象を再現する」

・地学は、専門外の教員が担当することが多い

と思いますが、こういった実践例を知らない

と、授業者としても辛いのでは。

・食塩、インク、水槽など実験室にあるものでで

きることが良かったです。

・蜃気楼を実験で再現したことがなかったの

で、大変勉強になりました。エルニーショ・ラ

ニャーニャもインクを用いて観察すると、暖か

水、冷たい水がどう動くか視覚的に分かって

良いと思いました。

・大スケールなものをあのような形で「目で見

る」ことができて大感動です！

⑤「活性汚泥中の原生動物と簡易ｽﾏﾎ撮影ｱﾀﾞ

ﾌﾟﾀｰ」

・いつもブレてなかなか上手く撮影できないの

で、画期的だと思いました。動きのある生物の

観察ができて、面白かったです。種の同定が

難しい生物が多いのが難点です・・・。

・少しの工夫でICTもより効果的に活用できる。

・今までアダプターなしで撮影していたので、

ペットボトルキャップをつけたときのやりやす

さに驚いた。

・オオカナダモや標本の観察では、微生物の

動きを見ることができないので、生徒に観察

対象の動きを見せられるのは良いと感じまし

た。撮影は生徒がカメラを隠しながらやってい

たので、アダプターは良いと思った。

⑥「簡易ＵＶライトを用いた腎臓糸球体の

観察」

・墨とは違って、明確に見えるので良かったで

す。実践したいと思います。光源を消してUV

のみで観察した400倍のボーマンのうはとて

も綺麗で感動でした！

・定番実験も、蛍光墨汁を使うことで、より観察

しやすく実感を持って取り組むことができる。

教材研究のたえまぬ努力の必要性を改めて

感じた。

・蛍光でやると糸球体がとても見やすく感動し

ました。もう墨汁には戻れません・・・。

・糸球体という名のように糸がまるまっていて感

動しました。

・初めて腎臓を扱いました。動脈、静脈を分か

りやすく伝える方法が難しいと思いました。

⑦「水の屈折率」

・レーザー光の投影された方眼紙を撮影し目

盛りを読む。これで十分な精度が出ている。し

かもペンスタンドの大きさで。驚きでした。

・簡単に揃えられる道具で比率だけで求められ

て、わかりやすかったです。

・複雑な内容ですが、屈折率とは何か大変わ

かりやすく理解できると感じました。安価なも



ので作成できるので、授業に取り入れやすい

と感じました。

・これはよく行われる実験なのでしょうか？初め

てやったので・・・。でも結果が良く、面白かっ

たし解りやすかったです。

⑧「偏光板のいろいろ実験」

・偏光のすだれ説が嘘というのが驚きでした。

・すごく難しい内容でしたが、簡単なものを上

手に利用して、偏光とは何かを理解できまし

た。

・１ｈかけてたくさん学びましたが、どれも繋が

って教科書の記載を鵜呑みにしていた自分

に気づけました。

・偏光板の原理、分かりやすかったですが、後

の方にいくと「？」となってしまったので、勉強

が必要だと感じました。

・ミツバチに関連した内容が面白かったです。

偏光板を使って、様々な実験をする中で規

則性を学んだ後、予想しながら実験をやるの

は思考力を鍛えられると感じます。

⑨「世界経済と科学技術17」

・教師は生徒以上に勉強することにより、生徒

にとっての「教師」になるのだと、改めて再認

識させられました。

・自分では集められない最新トピックを沢山紹

介していただき、ありがとうございました。

・毎回楽しみにしており「ハッ」とすることが再々

ありました。スライド頂きたいです！生徒に還

元していきます。

・いつも新しい知見ありがとうございます。新技

術の話題については学級通信や授業でもよく

使わせていただいています。

・膨大な情報量に圧倒されました。今後の北海

道の理科教育を考えるために必要な講義で

あったと思います。

⑩全体を通して

・理科センターが無くなり、北理研の重要性が

ますます高まる中、若い先生も参加している

マルチ研は北海道理科教育に残された数少

ない希望だと思います。これも研修の中身が

実践的で本当に役立つこと、知りたいことば

かりだからだと思います。

・委員会の方々が日々「理科教育」を学び続け

ている姿勢に感心しました。

・今まで当たり前に行っていた実験にも、工夫

や改善の余地があることを改めて実感しまし

た。教員こそ学びを止めてはならないと思う。

・旅費の措置がなくても来る価値はあると思い

ます。次年度もよろしくお願いします。

・マルチ研のお陰で、本校の理科教育は確実

に変わりました。

３ まとめ

授業料無償化、通信制の躍進、実業高校、

高専の復権によって、多くを占める高校普通

科の行く末は安穏のなものではなくなった。

札幌市内でも、地下鉄沿線校は倍率を保った

が、周辺校は定員割れを起こしている。一方、

私立校の多くは入学者を増やしている。しか

し、生徒数は１５年後には今の７割になり（北

海道は更に低い）、どの校種も生き残り策次

第では消滅することが確実視されている。我

々が生徒を選ぶのではなく、生徒に選んでも

らう立場になったのである。では、どんな策

があるのか。海外研修や行事の多角化などは

その従たる策である。主たる策は、「わかる

授業・できるようになる授業」をするプロ教

師がいる学校にあるということを私は立命館

での１４年の授業と生徒募集の実践ではっき

り掴み取っている。今回も意志・意欲ある先

生には、その武器たる教材を手に取ってもら

うことができた。すでに５回開催した拡大実

験研修会にも毎回３０名程の参加がある。チ

ャンスはいつまでもそこに無いことを自分事

として捉え、生徒のために自らが学ぶ、そん

な仲間が研修会には大勢存在する。ぜひ、そ

の一翼を担われたい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第４０回北海道マルチメディア理科教育研究

協議会は、令和９年２月１３日（土）の予定
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